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24
日
（
土
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日
（
日
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日
（
月
）
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27
日
（
火
）

28
日
（
水
）

29
日
（
木
）

　
　
　
　

�

30
日
（
金
）

第
５
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

第
５
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
産
業
建
設
常
任
委
員
会

へ
出
席

元
鷹
巣
町
議
今
野
實
氏
叙
勲
伝
達
式
に
出
席

一
般
国
道
１
０
３
号
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
の
監
査

を
実
施

第
５
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

北
秋
田
市
監
査
委
員
へ
選
任
書
を
交
付

今
泉
地
区
植
樹
祭
へ
参
加

第
２
回
北
秋
田
市
長
杯
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
開
会
式
へ
出

席佐
藤
繁
子
氏
「
叙
勲
受
章
祝
賀
会
」
へ
出
席

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
第
22
回
定
時
株
主
総
会
に
出
席

ダ
イ
ビ
ン
グ
講
習
会
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
参

加
（
６
月
26
日
〜
７
月
１
日
）

北
秋
田
市
民
病
院（
仮
称
）第
４
回
建
設
委
員
会
に
出
席

第
１
回
北
秋
田
市
障
害
者
計
画
策
定
委
員
会
へ
出
席

定
例
記
者
会
見
を
開
催

ご
み
を
活
か
す
合
川
地
区
市
民
会
議
総
会
に
出
席

北
秋
田
市
自
衛
隊
父
兄
会
・
協
力
会
総
会
に
出
席

人

事

異

動
派
遣
（
総
務
部
付
）

市
長
部
局

　

市
で
は
、
７
月
１
日
付
け
で
機
構
改
革
に
伴
う
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

機
構
改
革
で
は
、
鷹
巣
支
所
の
廃
止
に
伴
い
、
同
支
所
市
民
生
活
課
が
市
民
生
活
部
生
活
環

境
課
・
保
険
課
、
産
業
課
が
産
業
部
農
林
課
、
建
設
課
が
建
設
部
建
設
課
に
編
入
、
合
川
、
森

吉
、
阿
仁
の
３
支
所
の
市
民
生
活
課
と
総
合
福
祉
課
が
統
合
し
て
市
民
福
祉
課
と
な
っ
た
ほ
か
、

企
画
部
総
合
政
策
課
に
内
陸
線
再
生
支
援
室
、
産
業
部
商
工
観
光
課
に
市
街
地
活
性
化
対
策
室

が
新
設
さ
れ
、
企
業
誘
致
対
策
室
が
総
合
政
策
課
か
ら
商
工
観
光
課
に
企
業
誘
致
推
進
室
と
し

て
移
管
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

農
業
委
員
会

消
防
本
部

退　

職
（
６
月
30
日
付
）

【
企
画
部
】　

部
長　

畠
山
勇
悦

﹇
総
合
政
策
課
﹈
▽
課
長
＝
寺
田
茂
信
﹇
内
陸
線
再

生
支
援
室
﹈
▽
主
幹
＝
三
上
純
治
▽
主
査
＝
鈴
木
孝

光
﹇
財
政
課
﹈
▽
主
査
＝
高
橋
晃

【
総
務
部
】
﹇
総
務
課
﹈
▽
主
査
＝
北
林
靖
人
﹇
管

財
課
﹈
▽
技
能
員
＝
工
藤
孝
清

【
市
民
生
活
部
】
﹇
保
険
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
鈴
木
厚

子
▽
主
査
＝
成
田
則
和
▽
主
査
＝
中
島
礼
美
﹇
生
活

環
境
課
﹈
▽
主
査
＝
畠
山
孝
秀
▽
主
任
＝
津
谷
尚
志

【
産
業
部
】　

部
長　

吉
田
茂

﹇
商
工
観
光
課
・
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室
﹈
▽

主
幹
＝
佐
藤
速
夫
▽
副
主
幹
＝
小
笠
原
吉
明
﹇
商
工

観
光
課
・
企
業
誘
致
推
進
室
﹈
▽
主
幹
＝
斎
藤
彦
志

﹇
農
林
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
仲
谷
茂
好
、
佐
藤
一
博
、

長
岐
正
美
▽
主
査
＝
小
塚
重
光
▽
主
任
＝
三
澤
真
人
、

淡
路
純
子

【
建
設
部
】
﹇
建
設
課
﹈
▽
課
長
＝
鈴
木
政
志
▽
副

主
幹
＝
佐
藤
浩
、
千
葉
公
昭
、
福
岡
正
治
、
中
嶋
正

広
▽
主
査
＝
金
澤
聡
志
、
日
下
部
公
信
、
畠
山
裕
尚

▽
主
任
＝
久
留
嶋
喜
経
▽
主
事
＝
白
渡
恭
兵
﹇
都
市

計
画
課
﹈
▽
主
査
＝
福
原
稲
子
▽
主
任
＝
佐
藤
敦

【
福
祉
事
務
所
】　

所
長　

成
田
譲

﹇
福
祉
課
﹈
▽
課
長
＝
金
田
悦
子

【
合
川
支
所
】
﹇
企
画
総
務
課
﹈
▽
課
長
＝
疋
田
栄

作
▽
主
査
＝
鈴
木
政
行
﹇
産
業
建
設
課
﹈
▽
副
主
幹

＝
金
田
清
市

【
森
吉
支
所
】
﹇
企
画
総
務
課
﹈
▽
課
長
＝
赤
石
光
悦

▽
主
査
＝
柴
田
亨
﹇
産
業
建
設
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
杉
渕

清
純
﹇
市
民
福
祉
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
佐
藤
ま
り
子

【
阿
仁
支
所
】　

支
所
長　

田
口
惣
一

﹇
市
民
福
祉
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
藤
野
義
則
﹇
産
業
建

設
課
﹈
▽
主
査
＝
石
川
智
也

▽
教
育
次
長
＝
安
部
貞
一

﹇
生
涯
学
習
課
﹈
▽
副
主
幹
＝
畠
山
雅
任
﹇
国
体
推

進
室
﹈
▽
副
主
幹
＝
佐
々
木
徹
▽
主
任
＝
高
橋
浩
二
、

片
岡
洋
一

▽
消
防
長
＝
近
藤
文
廣

▽
主
幹
＝
村
上
直
志

﹇
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
﹈
▽
主
幹
＝
野
呂
勉

▽
村
上
儀
平

※
支
所
の
課
の
統
合
に

伴
う
も
の
は
除
く

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
以
下
、
都
市
マ
ス
）
と
は
、
北

秋
田
市
の
都
市
計
画
に
関
し
て
将

来
像
を
示
す
、
ま
ち
づ
く
り
の
長

期
的
な
計
画
で
す
。

「
都
市
計
画
」
と
は
土
地
の
利
用

方
法
や
、
道
路･

公
園･

下
水
道
と

い
っ
た
都
市
施
設
を
ど
の
よ
う
に

作
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
計

画
で
す
。

　

今
ま
で
の
都
市
計
画
は
、
内
容

や
作
成
の
手
続
き
な
ど
を
法
律
で

細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

都
市
マ
ス
で
は
、
市
の
創
意
工

夫
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
生
活
者
で
あ
る

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
一
緒
に
計
画
を
創
り
あ
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　

（
市
民
１
３
０
０
人
を
対
象
）

２　

地
区
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

（
旧
町
の
各
地
区
で
開
催
）

　

市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
に
、
７
月
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

実
現
性
あ
る
計
画
と
し
て
い
く
た

め
、
率
直
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
「
北
秋
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
あ
た

り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
る
場
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

対　
　

象　

北
秋
田
市
民
ま
た
は

市
内
に
勤
務
・
通
学
者
で
ま
ち
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
人

開
催
回
数　

８
月
か
ら
平
成
19
年

３
月
に
か
け
て
、
土
日
の
日
中
も

し
く
は
平
日
の
夜
に
４
回
程
度
開

催
す
る
予
定
で
す
。

申
込
方
法　

電
話
、
は
が
き
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別

・
連
絡
先
の
電
話
番
号
と
職
業
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

７
月
20
日
（
木
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
１
８-
３
３
１
５

北
秋
田
市
宮
前
町
４-

15

北
秋
田
市
役
所
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　

62-

６
６
４
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Ｆ
Ａ
Ｘ
60-

０
０
６
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
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s
h
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北
秋
田
市
の
将
来
像
を
示
す
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

『
北
秋
田
市
都
市
計
画

　
　
　
　
　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　

を
作
成
し
ま
す
！

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

　
　
　

プ
ラ
ン
っ
て
？

行
政
と
市
民
協
働
の

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
！

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

　
　
　

実
施
し
ま
す
！

鷹巣支所を廃止し本所機能へ

　花の美しさは人々の心に潤いを与え、花や木を慈

しむ心を通じ「思いやりの心」を育てます。こうし

た花と緑に囲まれた快適な生活環境を、学校、地域、

職場、家庭等により一層普及させるために、「全県

花だんコンクール」を実施します。

申込期限　団体の部　８月４日（金）まで、

　　　　　家庭の部　８月25日（金）まで

申込用紙は中央公民館にあります。（写真５枚添付）

参加対象

[団体の部]

幼稚園、保育所、学校部門、道路花だん部門、自治

会・町内会部門、子供会部門、企業・施設部門、婦

人会・老人クラブ部門

[家庭の部]

家族で作っている花だんを対象とします。

審査方法　９月上旬～中旬頃にすべての応募団体を

　　　　　現地審査し、11月上旬に表彰を行います。

　　　　　なお、家庭の部は書類・写真審査のみと

　　　　　なります。

　花の美しさは、人の心に潤いを与え花いっぱいの

輪は、なごやかな生活と明るい社会を築く上に、大

きな役割を果しています。このような観点から、花

いっぱい運動の拡大を図るため、花だんを共同で育

成している団体やグループ、職場、地域及び家庭を

対象に花だんコンクールを実施します。

募集対象　①各種団体②職場③地域町内会④家庭

応募方法　申込用紙は中央公民館にあります。

申込期限　７月28日（金）

審査表彰　９月上旬に巡回審査､表彰式は10月下旬

　　　　　に行います。

秋田県花だんコンクール

市花だんコンクール

◎申し込み・お問い合わせ　　北秋田市中央公民館　　６２－１１３０

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

メ
ン
バ
ー
の
募
集
中


